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始
め
に

　

田
村
泰
次
郎
の
「
春
婦
伝
」
は
、
一
九
四
七
年
五
月
、
銀
座
出
版
社
か
ら
他

七
本
の
作
品
を
収
録
し
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
春
婦
伝
」
は
、
初
出
発
表
の
場

と
す
る
予
定
だ
っ
た
『
日
本
小
説
』
創
刊
号
（
一
九
四
七
年
四
月
）
に
対
す
る

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
に
よ
り
、
公
表
が
禁
止
と
さ
れ
た
。
現
在
、
検
閲
の
観
点
を
踏

ま
え
た
本
作
品
の
研
究
の
進
度
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

ま
た
「
春
婦
伝
」
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
の
在
り
方
は
、
演
劇
や
映
画
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
触
を
持
つ
こ
と
で
、
別
様
に
消
費
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え

る
。
一
九
五
〇
年
に
公
開
さ
れ
た
『
暁
の
脱
走
』（
谷
口
千
吉
監
督
・
新
東

宝
）
は
、
泰
次
郎
の
「
春
婦
伝
」
を
原
作
と
し
て
い
る
が
、
物
語
に
登
場
す
る
、

三
上
上
等
兵
と
春
美
は
、
原
作
と
乖
離
し
た
設
定
と
最
期
を
遂
げ
て
い
る
。
脚

本
、
監
督
の
谷
口
が
発
す
る
「
反
戦
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
幾
重
の
検
閲
に
よ

り
、
登
場
人
物
の
設
定
変
更
を
迫
ら
れ
た（

（
（

。
そ
の
点
が
、
原
作
と
の
差
異
を
持

つ
戦
場
、
戦
争
の
記
憶
と
を
提
示
す
る
。
例
え
ば
、
原
作
で
は
慰
安
婦
で
あ
っ

た
春
美
が
、
慰
問
団
の
歌
手
と
し
て
表
象
さ
れ
、
さ
ら
に
は
戦
時
中
、
李
香
蘭

と
い
う
身
体
を
持
っ
て
い
た
山
口
淑
子
に
よ
り
演
じ
ら
れ
る
こ
と
で
、
原
作
の

意
図
し
た
「
声（

（
（

」
が
封
じ
ら
れ
、
別
の
回
路
に
通
じ
る
可
能
性
を
持
っ
た
。
そ

の
意
味
で
も
、
本
論
考
で
は
原
作
、『
暁
の
脱
走
』
へ
の
検
閲
の
痕
跡
か
ら
確

認
す
る
。

　

占
領
期
か
ら
離
れ
た
一
九
六
五
年
に
は
、
鈴
木
清
順
監
督
に
よ
り
日
活
で

『
春
婦
伝
』
が
映
画
化
さ
れ
る
。
か
た
ち
と
し
て
は
、『
暁
の
脱
走
』
の
リ
メ

イ
ク
に
な
る
。
公
開
当
時
の
評
価
と
し
て
、
飯
田
心
美
が
「
戦
後
大
ヒ
ッ
ト
し

た
田
村
文
学
で
、
二
度
目
の
映
画
だ
が
前
作
「
暁
の
脱
走
」
に
は
到
底
及
び
も

つ
か
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
だ
が
、
鈴
木
清
順
の
『
春
婦
伝
』
は
、『
暁

の
脱
走
』
に
お
い
て
抑
圧
さ
れ
た
慰
安
婦
（
ピ
イ
）
の
声
の
再
構
築
に
成
功
し

て
い
る
。
慰
安
婦
が
表
象
さ
れ
、
野
川
由
美
子
の
「
肉
体
」
が
、
春
美
と
い
う

役
を
通
し
、
監
督
の
あ
る
種
の
美
学
に
よ
っ
て
画
面
に
現
わ
れ
る
。
監
督
自
身

が
語
る
よ
う
に
、『
春
婦
伝
』
は
、「
原
作
に
忠
実（

（
（

」
で
は
あ
る
。
慰
安
婦
と
い

「
春
婦
伝
」
を
原
作
と
し
た
映
画
の
変
遷
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異
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九
六

う
立
場
の
女
性
を
通
し
て
、
泰
次
郎
が
示
し
た
よ
う
に
、
軍
隊
を
対
象
化
し
、

そ
の
独
善
性
と
欺
瞞
を
描
く
こ
と
が
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
春
美
が
日

本
人
慰
安
婦
と
い
う
設
定
を
免
れ
え
な
か
っ
た
点
で
、
強
度
を
増
す
こ
と
を
可

能
に
は
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
で
も
、『
春
婦
伝
』
の
時
代
背
景

を
見
る
こ
と
で
、
原
作
か
ら
約
二
十
年
離
れ
た
作
品
の
意
義
の
指
摘
を
、
本
論

考
で
は
行
い
た
い
。

２　

田
村
泰
次
郎
「
春
婦
伝
」
の
成
立
と
問
題

　

田
村
泰
次
郎
は
一
九
四
〇
年
十
一
月
に
召
集
さ
れ
、
華
北
山
西
省
に
出
征
、

一
九
四
六
年
一
月
に
佐
世
保
港
に
復
員
す
る
。
こ
の
間
の
戦
争
体
験
が
作
品
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
同
時
に
「
肉
体
」
へ
の
思

想
を
深
め
さ
せ
る
原
体
験
に
も
な
っ
て
い
る
。「
肉
体
の
悪
魔
」（『
世
界
文

化
』
一
九
四
六
年
九
月
）、「
肉
体
の
門
」（『
群
像
』
一
九
四
七
年
三
月
）
を
発

表
し
、
さ
ら
に
五
月
に
「
肉
体
が
人
間
で
あ
る
」
を
『
群
像
』
に
発
表
し
て
い

る
。
空
洞
化
し
た
思
想
、
封
建
的
思
想
に
よ
り
、
戦
争
の
惨
禍
を
味
わ
っ
た
こ

と
へ
の
不
信
感
が
そ
こ
に
は
表
明
さ
れ
て
い
た
。

　
「
思
想
」
へ
の
不
信
は
徹
底
的
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
い
ま
や
み
づ
か

ら
の
肉
体
以
外
の
な
に
も
の
も
信
じ
な
い
。
肉
体
だ
け
が
真
実
で
あ
る
。

肉
体
の
苦
痛
、
肉
体
の
欲
望
、
肉
体
の
怒
り
、
肉
体
の
惑
乱
、
肉
体
の
眠

り
、
―
―
こ
れ
ら
の
こ
と
だ
け
が
真
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
私
た
ち
は
は
じ
め
て
自
分
が
生
き
て
ゐ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
の
だ
。（「
肉
体
が
人
間
で
あ
る
」）

　

一
体
、
肉
体
と
は
な
ん
で
あ
る
か
、
こ
の
も
つ
と
も
根
本
的
な
問
題
を

探
究
す
る
こ
と
を
、
日
本
人
は
お
こ
た
つ
て
ゐ
た
。
日
本
人
は
人
間
を
構

成
す
る
基
本
的
条
件
で
あ
る
肉
体
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
偏
狭
に

考
へ
す
ぎ
て
き
た
。
そ
ん
な
問
題
に
没
頭
す
る
こ
と
を
、
下
卑
て
ゐ
る
や

う
に
考
へ
る
習
慣
も
あ
つ
た
。
封
建
主
義
に
よ
つ
て
利
用
さ
れ
て
き
た
儒

教
の
影
響
も
あ
つ
た
し
、
ま
た
日
本
人
が
菜
食
民
族
で
あ
つ
た
た
め
で
も

あ
ら
う
。（
前
同
）

　

私
た
ち
は
、
真
の
人
間
性
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
か
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
噴
き
だ
す
も
の
を
素
直
に
ま
づ
感
じ
と
る
よ
り

ほ
か
に
は
、
真
の
人
間
性
を
探
求
す
る
途
は
な
い
と
思
ふ
の
だ
。
従
来
禁

圧
さ
れ
て
き
た
人
間
の
慾
望
の
な
か
で
、
特
に
肉
体
的
な
も
の
生
理
的
な

も
の
が
眼
だ
つ
の
は
当
然
で
あ
る
。（「
肉
体
解
放
論
」（『
肉
体
の
文
学
』

所
収
一
九
四
八
年
二
月
、
草
野
書
房
）

　

戦
後
の
こ
の
時
期
の
、「
肉
体
」
へ
の
真
摯
な
思
想
性
は
、
例
え
ば
、
復
員

前
の
「
途
上
」（
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
、
河
北
省
保
定
よ
り
送
還
の

車
上
に
て
、
／
い
た
づ
ら
書
き
せ
る
小
文
も
て
序
に
代
ふ
。）
と
題
さ
れ
た
詩

の
な
か
に
も
見
い
だ
せ
る（

（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
代
的
に
、
そ
の
「
肉
体
」
へ
の

思
想
依
存
と
、
一
方
で
作
品
の
表
現
、
描
写
に
「
肉
体
」
を
見
い
だ
し
き
れ
て

い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
る
。
正
宗
白
鳥
は
「
思
想
に
ま
さ
る
肉
体
の
力
を
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説
く
に
急
し
て
、
性
欲
の
力
を
是
認
す
る
に
急
し
て
、
我
々
読
者
を
し
て
、
そ

の
描
く
肉
体
美
に
惚
れ
ぼ
れ
さ
せ
る
く
ら
ゐ
の
手
腕
を
作
品
の
上
に
発
揮
し
な

い
や
う
で
は
文
壇
一
の
肉
体
主
義
作
家
田
村
泰
次
郎
の
面
目
に
か
か
る
の
で
あ

る
（
（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
春
婦
伝
」
は
、『
日
本
小
説
』
の
創
刊
号
（
一
九
四
七
年
四
月
一
日
発
行
、

大
地
書
房
）
に
掲
載
予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
後
、
削
除
命
令
を

受
け
た
。
削
除
の
理
由
は
「Criticism

 of K
oreans

」（
朝
鮮
人
へ
の
批
判
）

で
あ
っ
た（

（
（

。

　

そ
の
後
、「
春
婦
伝
」
は
、
銀
座
出
版
社
か
ら
単
行
本
『
春
婦
伝
』
と
し
て

八
作
品
を
収
録
し
、
刊
行
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た

川
崎
賢
子
は
、「
検
閲
者
か
ら
版
元
に
突
き
返
さ
れ
た
ゲ
ラ
を
分
析
し
た
か
、

な
ん
ら
か
の
回
路
を
通
じ
て
そ
れ
以
上
の
情
報
を
得
た
の
か
、
も
し
く
は
編
集

者
や
版
元
の
経
験
則
を
判
断
材
料
に
、「
春
婦
伝
」（
ま
ぼ
ろ
し
の
）
初
出
原
稿

の
ど
こ
が
検
閲
コ
ー
ド
に
抵
触
し
、
検
閲
を
通
す
た
め
に
そ
れ
を
ど
う
改
稿
す

れ
ば
い
い
の
か
、
作
家
は
学
習
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
し
て
い
る（

（
（

。

　

一
九
四
五
年
九
月
一
日
に
、
占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（
民
間

検
閲
局
）
が
活
動
を
開
始
す
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
（
渉
外
局
）、
Ｏ
Ｗ
Ｉ
（
戦
時
情
報

局
）
に
よ
る
検
閲
、
人
員
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
最
初
は
メ
デ
ィ
ア
検
閲
を

担
当
し
な
か
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
責
任
を
負
う
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
対
敵
諜
報
部
）
の
ソ
ー

プ
将
軍
の
勧
告
で
、
九
月
十
一
日
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
下
に
、
メ
デ
ィ
ア
専
門
の
検

閲
組
織
Ｐ
Ｐ
Ｂ
（
プ
レ
ス
、
映
画
、
放
送
課
）
が
設
立
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た（
（1
（

。

メ
デ
ィ
ア
統
制
は
、
情
報
局
を
中
心
に
、
日
本
政
府
機
構
に
依
存
す
る
方
針

だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軽
視
の
行
動
が
あ
る
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
統
制
が
、
間
接

か
ら
直
接
統
治
へ
と
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

十
月
二
九
日
に
、
東
京
の
出
版
社
、
書
籍
雑
誌
が
事
前
検
閲
の
対
象
と
な
っ

た
。「
各
出
版
社
は
、
事
前
検
閲
の
た
め
に
Ｐ
Ｐ
Ｂ
に
ゲ
ラ
原
稿
を
二
部
提
出

し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
パ
ス
（pass

）、
問
題
箇
所
の
一
部
削
除
（deletion

）、

ゲ
ラ
す
べ
て
の
公
表
禁
止
（suppression

）
の
い
ず
れ
か
の
指
示
を
受
け
た
。

現
場
の
検
閲
者
で
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
保
留
（hold

）
と
な
り
、
判
断

は
監
督
者
（superviser

）
に
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た（
（1
（

」。

　
「
春
婦
伝
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
朝
鮮
人
へ
の
批
判
」
を
理
由
に

「Suppressed

」
の
指
示
を
受
け
て
い
る
。『
日
本
小
説
』
創
刊
号
掲
載
予
定

だ
っ
た
「
春
婦
伝
」
の
献
辞
は
、「
こ
の
一
篇
を
、
戦
争
間
大
陸
奥
地
に
配
置

せ
ら
れ
た
日
本
軍
下
級
兵
士
慰
安
の
た
め
、
日
本
女
性
が
恐
怖
と
軽
侮
と
で
近

づ
か
う
と
し
な
か
つ
た
あ
ら
ゆ
る
最
前
線
に
挺
身
し
、
そ
の
青
春
と
肉
体
と
を

亡
ぼ
し
去
つ
た
数
万
の
朝
鮮
娘
子
軍
に
さ
さ
ぐ（
（1
（

」
と
あ
る
。「
朝
鮮
娘
子
軍
」

は
、
検
閲
調
書
で
は
「T

his story is dedicated to the tens of thousands 

K
oreans prostitutes

～
」、
つ
ま
り
数
万
人
の
「
朝
鮮
人
慰
安
婦
」
と
解
さ

れ
、
春
美
の
叫
ぶ
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
・
ピ
イ
」、
朝
鮮
人
慰
安
婦
は
、「K

orean 

prostitute

」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
春
婦
伝
」
が
そ
も
そ
も
「T

he story of 

a prostitute

」
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
登
場
す
る
女
性
は
慰
安
婦
で
あ
り
、

ま
た
民
族
と
し
て
「
朝
鮮
」
を
背
負
い
込
ん
で
い
る
の
は
当
然
で
も
あ
る
。
そ

の
上
で
、「Criticism

 of K
oreans

」
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
銀
座
出
版
社
版
の
刊
行
が
一
九
四
七
年
五
月
と
い
う
点



九
八

で
あ
る
。
検
閲
資
料
に
は
「JP/T

O
K
/PPB/o/52

」
の
下
に
「22 M

ay 

1947
」
と
い
う
日
付
が
あ
る
。
公
表
禁
止
（suppression

）
の
決
定
後
か
ら

問
題
部
分
の
訂
正
、
単
行
本
刊
行
が
迅
速
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
「
春
婦
伝
」
で
は
、
春
美
と
い
う
女
性
が
慰
安
婦
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

（
他
に
も
、
百
合
子
、
さ
ち
子
と
い
う
女
性
が
登
場
す
る
）。
公
表
禁
止
の
初

出
版
で
は
、「
み
ん
な
本
当
の
朝
鮮
の
名
前
が
あ
る
の
だ
つ
た
が
、
い
づ
れ
も

故
郷
の
家
の
生
活
の
苦
し
さ
の
た
め
に
、
天
津
の
曙
町
へ
前
借
で
買
は
れ
て
き

て
か
ら
、
日
本
名
を
つ
け
て
ゐ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
女
性
た
ち
が
朝
鮮
人
で

あ
る
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
春
美
に
好
意
を
寄
せ
、
大
隊
副
官

と
い
う
立
場
を
用
い
て
接
近
す
る
成
田
中
尉
と
、
彼
女
の
最
初
の
や
り
取
り
の

場
面
で
、
自
分
を
蔑
む
副
官
に
対
し
、
春
美
は
「
天
皇
陛
下
」
と
い
う
名
詞
を

出
す
。
そ
ん
な
春
美
に
、
成
田
中
尉
は
「
馬
鹿
野
郎
、
た
か
が
チ
ョ
ウ
セ
ン
・

ピ
イ
の
分
際
で
、
な
に
を
い
ふ
か
」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
つ
け
て
い
る
。
単
行

本
刊
行
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
は
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
女
た
ち
は
い
づ
れ
も
、
こ
の
大
陸
と
地
つ
づ
き
の
一
角
の
土
地
生
れ

だ
つ
た
。
み
ん
な
本
当
の
名
前
が
あ
る
の
だ
つ
た
が
、
い
づ
れ
も
故
郷
の

家
の
生
活
の
苦
し
み
の
た
め
に
、
天
津
の
曙
町
へ
前
借
で
買
は
れ
て
き
て

か
ら
、
源
氏
名
を
つ
け
て
ゐ
た
。
い
ま
で
は
客
か
ら
は
源
氏
名
以
外
に
呼

ば
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
の
方
が
彼
女
た
ち
の
あ
ひ
だ
で
も
通
り
が

よ
く
な
つ
て
ゐ
て
、
本
名
は
彼
女
た
ち
の
心
の
な
か
で
し
か
知
ら
れ
て
ゐ

な
い
。
そ
の
自
分
た
ち
の
本
名
で
さ
へ
、
ど
う
か
す
る
と
忘
れ
果
て
て
ゐ

る
や
う
な
と
き
が
あ
つ
た
。（
単
行
本
版
「
春
婦
伝
」）

　
「
馬
鹿
つ
、
天
皇
陛
下
が
お
前
た
ち
み
た
い
な
も
の
を
知
つ
と
ら
れ
る

か
つ
」
中
尉
は
、
い
き
な
り
彼
女
を
つ
き
飛
ば
し
た
。「
こ
い
つ
、
陛
下

の
こ
と
を
い
ふ
か
、
お
前
ら
の
や
う
な
け
が
れ
た
奴
ら
が
、
そ
ん
な
こ
と

を
い
つ
て
、
い
い
の
か
つ
」（
単
行
本
版
「
春
婦
伝
」）

　

こ
れ
ら
の
変
更
か
ら
、
女
性
た
ち
は
朝
鮮
人
た
る
同
一
性
を
一
時
的
に
消
去

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
慰
安
婦
」
と
い
う
表
象
自
体
を
、
占
領
下

の
書
き
手
た
ち
が
避
け
て
い
た
と
い
う
点
を
川
崎
賢
子
は
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

。

　

同
時
に
、「
こ
の
大
陸
と
地
つ
づ
き
の
一
角
の
土
地
生
れ
だ
つ
た
」
と
い
う

記
述
や
、
単
行
本
「
序
」
に
よ
り
、
読
者
は
経
験
的
に
、
女
性
た
ち
を
「
朝
鮮

人
慰
安
婦
」
で
あ
る
と
判
断
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
泰
次
郎
の
「
春
婦
伝
」
は
、

テ
ク
ス
ト
内
部
に
「
朝
鮮
人
」「
慰
安
婦
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
描
か
れ
て
い
る
女
性
は
そ
の
よ
う
に
了
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
銀
座
出
版
社
版
の
序
文
は
、
未
発
表
の
初
出
版
よ
り
長
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
作
者
は
、
下
級
兵
士
の
視
線
を
借
り
（
泰
次
郎
自
身
、

昇
進
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
）、「
青
春
と
肉
体
を
亡
ぼ
し

去
つ
た
娘
子
軍
」
へ
の
同
化
を
試
み
る
。「
日
本
の
女
た
ち
」
と
区
別
す
る
こ

と
で
、
将
校
の
情
婦
た
ち
を
対
象
化
し
、
日
本
以
外
の
、
つ
ま
り
外
地
の
女
性

を
浮
上
さ
せ
、
そ
こ
へ
の
連
帯
感
か
ら
、
軍
隊
と
い
う
組
織
の
上
部
と
下
部
の

分
割
を
行
う
。
だ
が
、
そ
の
分
割
は
、「
軍
隊
」
組
織
の
セ
ク
シ
ョ
ン
化
と
い

う
効
果
を
生
む
だ
け
で
、「
下
級
兵
士
」
た
ち
が
そ
の
巨
大
な
「
軍
隊
」
の
成

員
で
あ
る
こ
と
の
隠
蔽
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
娘
子
軍
」
と
い
う
対

象
を
鑑
み
る
と
き
、
そ
こ
に
同
化
す
る
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
、
当
の
「
下
級
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九
九

兵
士
」
が
、「
軍
隊
」
を
構
成
す
る
人
員
で
あ
る
こ
と
が
消
去
さ
れ
る
よ
う
に

語
る
こ
と
は
、
慰
安
婦
に
対
す
る
暴
力
的
な
関
係
性
へ
の
盲
点
を
作
る
こ
と
に

な
る
。

　

で
は
「
春
婦
伝
」
に
お
い
て
、
春
美
た
ち
慰
安
婦
は
ど
う
描
写
さ
れ
て
い
る

か
。　

こ
れ
ま
で
天
津
に
ゐ
た
彼
女
た
ち
が
、
そ
ん
な
感
じ
を
覚
え
る
の
も
無

理
は
な
か
つ
た
。
毎
日
客
を
と
る
し
よ
う
ば
い
と
は
い
へ
、
天
津
の
客
は

地
方
人
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
兵
隊
た
ち
に
し
て
も
、
ど
こ
と
な
く
垢
に

け
て
ゐ
た
が
、
こ
の
辺
境
の
兵
隊
た
ち
は
、
熊
の
や
う
な
鈍
重
さ
う
な
身

体
つ
き
、
に
ぶ
い
眼
の
光
か
ら
で
も
、
ひ
つ
こ
く
て
、
根
深
い
欲
望
を
、

こ
の
肉
体
の
な
か
に
う
づ
か
せ
て
ゐ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
て
、
彼
女
た
ち

を
不
安
が
ら
せ
る
の
だ
。（
単
行
本
版
「
春
婦
伝
」）

　

自
分
の
肉
体
が
好
む
も
の
は
底
抜
け
に
好
み
、
き
ら
ひ
な
も
の
は
徹
底

的
に
き
ら
ふ
。
そ
の
表
現
の
強
烈
さ
は
、
彼
女
た
ち
の
肉
体
の
な
か
の
生

命
の
強
烈
さ
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
。
に
ん
に
く
を
嚙
じ
り
、
唐
辛
子
を
食
ふ

彼
女
た
ち
の
肉
体
は
、
肉
体
そ
の
も
の
が
一
つ
の
苛
辣
な
意
志
な
の
で
あ

る
。（
単
行
本
版
「
春
婦
伝
」）

　
「
肉
体
」
を
標
榜
す
る
泰
次
郎
は
、
こ
こ
で
も
女
性
た
ち
の
肉
体
に
意
志
を

持
た
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
作
家
の
獲
得
し
た
思
想
性
の
表
出
で
あ

り
、
正
宗
白
鳥
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
創
作
の
問
題
へ
帰
結
さ
せ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
春
美
と
い
う
女
性
が
、
天
津
に
い
た
と
き
友
田
と
い

う
男
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
春
美
は
「
肉
体
」
の
声
に
従
い
、「
北

方
に
は
い
つ
た
県
城
」
の
求
め
る
「
女
」（
彼
女
は
自
ら
の
肉
体
の
意
志
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
）
に
な
る
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
春
美
の
次
の
よ
う
な

思
考
が
提
示
さ
れ
る
。

　

友
田
の
こ
と
を
忘
れ
る
た
め
に
は
、
自
分
の
肉
体
を
い
ろ
ん
な
男
の
肉

体
に
ぶ
つ
つ
け
る
こ
と
し
か
な
い
と
彼
女
は
思
つ
て
ゐ
る
。
男
へ
の
未
練

と
は
肉
体
の
記
憶
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
の
肉
体
の
記
憶
を
忘
れ
る
た
め

に
は
、
も
つ
と
強
い
刺
戟
で
肉
体
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
し
か
な
い
こ
と
を
、

彼
女
の
生
き
よ
う
と
す
る
本
能
は
か
ぎ
と
つ
て
ゐ
る
。（
単
行
本
版
「
春

婦
伝
」）

　

春
美
を
動
か
す
の
は
、
泰
次
郎
が
「
肉
体
が
人
間
で
あ
る
」
や
「
肉
体
解
放

論
」
で
展
開
し
た
よ
う
な
、
肉
体
に
よ
る
思
想
、
精
神
性
で
あ
る
。
こ
の
原
理

に
よ
っ
て
行
動
す
る
春
美
と
い
う
「
慰
安
婦
」
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ

も
そ
も
「
娘
子
軍
」
の
顕
彰
で
は
な
か
っ
た
か
。
春
美
は
、
成
田
中
尉
に
汚
さ

れ
な
が
ら
肉
体
を
反
応
さ
せ
る
。
中
尉
へ
の
復
讐
の
た
め
に
、
三
上
真
吉
と
い

う
上
等
兵
を
利
用
す
る
。
軍
隊
原
理
に
よ
り
行
動
す
る
三
上
は
、
春
美
の
誘
惑

に
す
ぐ
に
は
応
じ
な
い
。
や
が
て
彼
ら
は
、
生
死
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
り
、

物
語
の
最
後
、
自
ら
命
を
絶
つ
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
。「
下
級
兵
士
」
と
「
娘

子
軍
」
の
恋
愛
と
い
う
問
題
は
、
映
画
『
暁
の
脱
走
』
で
も
触
れ
る
が
、
あ
く

ま
で
も
戦
争
行
為
ぜ
ん
た
い
か
ら
見
た
ら
、
内
部
の
問
題
に
帰
結
せ
ざ
る
を
え

な
い
。「
序
」
に
あ
る
よ
う
な
「
日
本
軍
の
将
校
」
や
「
そ
の
情
婦
た
ち
で
あ

る
後
方
の
日
本
の
娼
婦
た
ち
」
と
い
う
存
在
と
、
下
級
兵
士
た
ち
を
分
け
る
た



一
〇
〇

め
の
論
理
は
存
在
し
え
な
い
。
軍
隊
の
欺
瞞
や
権
威
主
義
の
批
判
に
は
な
り
え

た
と
し
て
も
、
春
美
の
よ
う
な
女
性
た
ち
の
存
在
を
、「
春
婦
伝
」
は
顕
彰
ど

こ
ろ
か
、「
肉
体
」
と
い
う
観
点
に
縛
り
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
野
知
幸
は
、「
…
…
日
本
軍
批
判
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
抑
圧
さ
れ
た
者

の
「
声
」
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
に
は
有
効
で
は
な
く
、
戦
争
そ
の
も
の
を
相
対

化
す
る
破
壊
力
を
作
品
が
も
ち
え
な
か
っ
た（
（1
（

」
と
指
摘
す
る
。「
春
婦
伝
」、
泰

次
郎
が
、
そ
の
眼
差
し
を
向
け
る
対
象
と
し
て
の
春
美
は
、
三
上
と
の
虚
構
的

な
「
恋
愛
」（
員
数
外
の
手
榴
弾
を
春
美
が
盗
み
出
し
た
上
で
の
自
死
と
い
う

物
語
）
や
、
そ
の
「
肉
体
」
の
持
つ
思
想
へ
束
縛
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま

で
も
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
泰
次
郎
の
戦
争
へ
の
無
批
判
性
を
示
し
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

３　

映
画
『
暁
の
脱
走
』
が
示
す
も
の

　

谷
口
千
吉
監
督
、
池
辺
良
、
山
口
淑
子
主
演
の
映
画
『
暁
の
脱
走
』
は
、
一

九
五
〇
年
一
月
に
公
開
さ
れ
た
。『
映
画
年
鑑
１
９
５
１
年
版
』
の
「
記
録

篇
」
を
見
て
み
る
と
、『
暁
の
脱
走
』
は
「
反
戦
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
と
分
類
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
、
新
東
宝
は
、
第
四
期
（
一
九
四
九
年
八
月
か
ら
一
九
五

〇
年
一
月
）
の
半
ば
に
あ
た
る
十
二
月
に
自
主
配
給
を
意
図
し
た
た
め
、
東
宝

側
の
申
請
を
受
け
、
東
京
地
裁
か
ら
正
月
興
行
予
定
、
八
作
品
が
仮
処
分
を
受

け
た
。
そ
の
中
に
『
暁
の
脱
走
』
も
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
興
行
者
側
の
斡
旋

に
よ
り
「
新
東
宝
映
画
配
給
委
員
会
」
が
設
立
、
興
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。『
暁

の
脱
走
』、『
野
良
犬
』（
黒
澤
明
）
な
ど
の
成
功
が
あ
り
、
売
上
収
入
は
第
三

期
よ
り
も
四
八
・
三
％
、
製
作
本
数
三
五
・
三
％
、
封
切
本
数
四
〇
％
と
増
加

を
示
し
て
い
る
。『
暁
の
脱
走
』
は
、
キ
ネ
マ
旬
報
の
一
九
五
〇
年
邦
画
ベ
ス

ト
テ
ン
、
第
三
位
に
も
記
録
さ
れ
た
、
商
業
的
成
功
を
収
め
た
映
画
な
の
だ
。

　

平
野
共
余
子
の
調
査（
（1
（

が
示
す
よ
う
に
、『
暁
の
脱
走
』
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
の
検
閲
を
受
け
て
、
合
計
七
回
の
脚
本
の
書
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
（
脚

色
に
は
黒
澤
明
も
携
わ
る
が
、
一
九
四
九
年
一
月
三
一
日
の
審
査
、
第
四
稿
で

は
黒
澤
の
名
前
は
消
え
て
い
る
）。
検
閲
で
「
不
許
可
」
に
な
っ
た
理
由
と
し

て
、「
戦
争
と
売
春
」
が
あ
っ
た
と
平
野
は
報
告
し
て
い
る
。
第
三
稿
の
審
査

に
は
谷
口
の
演
出
意
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
谷
口
の
意
図
は
、
過
去
の
軍
国

主
義
へ
の
無
批
判
な
人
々
へ
反
省
を
促
す
点
で
あ
る
よ
う
だ
。
平
野
は
一
九
八

六
年
に
、
谷
口
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
そ
こ
で
谷
口
は
次
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
た
。

　

こ
の
作
品
で
谷
口
監
督
は
、
日
本
軍
が
い
か
に
兵
士
の
人
間
性
と
恋
愛

の
自
由
を
否
定
し
た
か
を
描
き
た
か
っ
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、
彼
自
身
が

日
本
の
軍
隊
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
人
の
善
良
な
男
が
利
己
主
義

な
将
校
の
た
め
に
、
い
か
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
描
き

た
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
谷
口
は
こ
の
よ
う
な
怒
り
を
脚
本
に
こ
め
た
。

し
か
し
、
占
領
軍
の
検
閲
官
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
の
怒
り
は
い
く
ら

か
は
静
ま
っ
た
と
思
う
と
、
谷
口
は
回
顧
す
る
。
検
閲
官
ス
ロ
ッ
ト
が

〈
戦
争
と
娼
婦
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
映
画
で
も
観
客
を
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
頼
っ
て
映
画
を
作
ろ
う
と
す
る
の
は
、
作
家
と
し
て
の
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一
〇
一

誠
意
を
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
〉
と
疑
問
を
挟
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
谷

口
は
な
る
ほ
ど
筋
が
通
っ
て
い
る
と
思
っ
た
と
い
う（
（1
（

。

　

谷
口
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
は
、
原
作
「
春
婦
伝
」
は
格

好
の
題
材
だ
っ
た
。『
暁
の
脱
走
』
の
台
本（
（1
（

で
は
、「
献
辞
」
と
し
て
、「
平
和

と
自
由
を
約
束
さ
れ
た
今
日
の
日
本
を
見
ず
し
て
侵
略
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
大

陸
の
野
戦
に
斃
れ
た
幾
多
の
同
胞
の
霊
に
謹
ん
で
こ
の
一
篇
を
捧
げ
る
」
と
い

う
一
文
が
挿
入
さ
れ
、
演
出
の
意
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
（
た
だ
し
映
画
に
は

付
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、『
暁
の
脱
走
』
で
は
、
登
場
人
物
の
設
定
に
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。
田
村
泰
次
郎
原
作
「
春
婦
伝
」
で
は
、
春
美
が
慰
安
婦
で
あ
っ

た
。
だ
が
、『
暁
の
脱
走
』
で
は
慰
問
団
の
歌
手
で
あ
り
、
三
上
と
の
関
係
は

映
画
の
物
語
る
時
間
以
前
に
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
映
画
は
、
は
じ
め
時

間
を
逆
行
し
な
が
ら
進
展
す
る
。

　

谷
口
は
軍
国
主
義
へ
の
批
判
を
意
図
し
て
い
た
が
、
脚
本
自
体
は
書
き
換
え

を
強
い
ら
れ
た
。
先
の
台
本
に
は
次
の
よ
う
な
場
面
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

酔
っ
た
成
田
副
官
が
「
日
之
出
館
」（
小
説
で
は
娼
館
だ
が
、
映
画
で
は
酒
場

と
慰
問
団
の
宿
泊
所
を
兼
ね
て
い
る
）
に
や
っ
て
来
て
、
そ
の
副
官
の
横
暴
に

春
美
が
反
抗
し
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
関
し
て
は
、
映
画
の
台
詞
と
一

致
し
て
い
る
。

副
官　

お
い
、
も
う
お
と
な
し
く
こ
っ
ち
へ
来
ん
か
。

春
美　

将
校
な
ら
、
ど
ん
な
事
を
し
て
も
い
い
っ
て
言
う
の
、
ど
ん
な
勝

手
で
も
許
さ
れ
て
る
の
ッ
。

副
官　

ま
だ
言
っ
と
る
の
か
、
貴
様
俺
は
只
の
兵
隊
と
違
う
ん
だ
ぞ
。
来

な
け
れ
ば
引
き
ず
っ
て
来
る
だ
け
だ
。

春
美　
（
息
）
な
に
す
る
の
。
あ
ん
た
な
ん
か
人
間
と
し
て
何
の
値
打
ち

が
あ
る
の
。
あ
ん
た
か
ら
軍
服
と
サ
ー
ベ
ル
を
取
っ
た
ら
一
体
何

が
残
る
の
ッ
。
何
も
出
来
な
い
只
の
男
ぢ
や
な
い
の
。
只
の
男
よ

り
も
つ
と
く
だ
ら
な
い
男
だ
わ
。

副
官　
（
笑
）
軍
隊
の
事
は
お
前
達
に
は
判
ら
ん
。

春
美　

あ
ッ
（
息
）
い
や
ー
。

　

そ
こ
に
、
三
上
が
電
報
を
届
け
る
こ
と
で
春
美
は
危
機
を
免
れ
る
。
映
画
そ

の
も
の
に
原
作
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
こ
で
は
、
原
作
に
あ
っ

た
「
ピ
イ
」
や
「
天
皇
陛
下
」
と
い
う
単
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
だ（
（1
（

。

　

春
美
を
演
じ
た
山
口
淑
子
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
満
映
の
大
ス
タ
ー
だ
っ
た

李
香
蘭
で
あ
り
、
引
き
揚
げ
の
後
、
日
本
の
芸
能
界
に
復
帰
し
て
い
る
。
春
美

の
身
体
は
、
こ
の
山
口
淑
子
／
李
香
蘭
の
二
重
性
を
引
き
受
け
て
い
る
。
検
閲

の
上
で
は
、「
慰
安
婦
」
と
い
う
立
場
こ
そ
消
し
去
ら
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、

『
暁
の
脱
走
』
で
は
、
山
口
淑
子
に
転
身
し
た
李
香
蘭
と
い
う
女
優
の
身
体
だ

か
ら
こ
そ
、
演
じ
る
こ
と
が
出
来
る
場
面
が
あ
る
。
八
路
軍
と
の
激
戦
の
後
の

塹
壕
に
倒
れ
る
三
上
を
、
春
美
が
必
死
に
探
す
。
彼
ら
は
再
会
を
果
た
す
が
、

八
路
軍
の
捕
虜
と
な
る
。
中
国
側
の
若
い
軍
医
と
衛
生
兵
に
治
療
を
受
け
た
三

上
は
や
が
て
目
を
覚
ま
す
の
だ
が
、
そ
こ
で
軍
医
と
中
国
語
で
会
話
す
る
春
美

を
発
見
す
る
。
政
治
部
の
少
佐
や
軍
医
、
あ
る
い
は
洗
濯
場
で
娘
た
ち
と
中
国

語
の
会
話
を
す
る
春
美
は
、
明
ら
か
に
李
香
蘭
と
山
口
淑
子
を
越
境
し
て
い
る（
（1
（

。



一
〇
二

　

戦
争
の
遂
行
者
で
あ
る
男
性
＝
三
上
は
、
捕
虜
と
な
っ
た
と
き
、
ひ
た
す
ら

日
本
の
軍
隊
へ
の
忠
節
を
繰
り
返
し
口
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
己
の
同

一
性
を
確
保
し
て
い
る
。
春
美
は
流
暢
な
中
国
語
で
、
三
上
と
八
路
軍
と
の
間

を
取
り
持
つ
。
捕
虜
と
し
て
の
極
限
状
態
の
中
で
、
春
美
と
三
上
は
互
い
の
気

持
ち
を
確
認
す
る
の
だ
が
、
副
官
の
「
戦
陣
訓
」
の
声
と
、
そ
れ
を
否
定
す
る

心
内
語
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
な
が
ら
、
三
上
は
兵
士
と
い
う
立
場
を
選
択
す
る
。

八
路
軍
へ
の
投
降
と
い
う
回
路
を
、
言
葉
（
中
国
語
）
を
媒
介
に
開
く
こ
と
を

可
能
に
し
た
李
香
蘭
と
い
う
身
体
＝
役
割
は
終
わ
る
。
そ
れ
は
、
李
香
蘭
が
戦

後
、
引
き
揚
げ
を
し
、
山
口
淑
子
と
い
う
女
優
に
転
身
し
た
こ
と
と
無
関
係
に

は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
「
春
美
」
が
示
し
た
混
乱
は
、
女
優
の
持
っ
て
い
た
二

重
性
の
越
境
か
ら
生
起
す
る
。

　

例
え
ば
、「
日
本
人
山
口
淑
子
と
い
ふ
本
当
の
姿（
（2
（

」
と
し
て
、
李
香
蘭
か
ら

山
口
淑
子
に
な
っ
た
は
ず
の
女
優
の
二
重
性
が
再
び
越
境
さ
れ
、
意
味
を
持
た

さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
中
国
戦
線
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
傷
的
志
向
＝
欲

望
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。
戦
争
の
批
判
、
反
戦
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
効
力
を
弱
め
る
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

同
時
代
評
の
中
で
、
上
野
一
郎
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。「
こ
の

映
画
は
軍
隊
の
雰
圍
氣
は
か
な
り
よ
く
出
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
こ
に
現

わ
れ
る
上
官
は
制
度
に
よ
つ
て
歪
め
ら
れ
た
悪
人
に
は
十
分
な
り
切
つ
て
は
い

な
い
。
…
…
一
番
肝
腎
の
小
澤
栄
の
大
隊
副
官
は
全
く
の
個
人
悪
で
あ
る
。
な

る
ほ
ど
観
客
は
こ
の
副
官
を
憎
む
だ
ろ
う
が
、
そ
の
憎
悪
は
副
官
個
人
に
対
す

る
憎
悪
で
あ
つ
て
、
副
官
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
日
本
の
軍
隊
制
度
そ
の
も
の

に
対
す
る
憎
悪
に
ま
で
発
展
し
て
い
な
い（
（2
（

」。

　

ま
た
清
水
晶
は
谷
口
演
出
の
一
面
性
に
触
れ
、「
こ
の
よ
う
に
心
理
的
な
リ

ア
リ
テ
ィ
を
欠
い
た
機
械
的
な
描
写
を
、
い
か
に
構
成
の
綾
と
劇
的
な
ケ
レ
ン

で
面
白
く
綴
り
合
わ
せ
て
も
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
テ
ー
マ
は
、
や
は
り
リ

ア
リ
テ
ィ
の
な
い
機
械
的
な
も
の
で
し
か
な
い
筈
で
あ
る
」
と
否
定
的
な
見
解

を
述
べ
る（
（2
（

。

　
『
映
画
春
秋
』
に
お
い
て
、「
シ
ナ
リ
オ
批
評
を
お
こ
す
べ
き
こ
と
」（
一
九

四
九
年
八
月
）
と
宣
言
し
た
大
熊
信
行
は
、
同
じ
『
映
画
春
秋
』（
一
九
五
〇

年
一
月
）
の
「
日
本
シ
ナ
リ
オ
の
分
析
」
で
は
、『
暁
の
脱
走
』
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。「
し
か
る
に
作
者
が
あ
ら
か
じ
め
戦
後
的
な
一
定
の
観
念

を
も
ち
、
観
念
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
、
ス
ト
オ
リ
イ
を
つ
く
り
、

人
物
を
こ
し
ら
え
あ
げ
る
場
合
に
は
、
人
間
そ
の
も
の
ゝ
探
究
と
い
う
こ
と
は

問
題
に
な
ら
ず
、
人
間
感
情
お
よ
び
人
間
生
活
に
お
け
る
写
実
の
把
握
と
い
う

こ
と
は
、
努
力
の
目
標
に
な
ら
な
い
」。

　

戦
後
の
観
点
か
ら
戦
時
下
の
軍
隊
を
批
判
す
る
方
法
で
は
、
必
ず
し
も
真
実

の
把
握
が
で
き
な
い
と
す
る
指
摘
は
、
清
水
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
い
機
械
的

な
も
の
」
に
な
る
と
い
う
評
価
や
、
上
野
の
「
軍
隊
制
度
そ
の
も
の
」
へ
の
批

判
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
と
と
も
に
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
谷
口
の
意

図
し
た
戦
争
批
判
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
演
出
の
方
法
と
も
重
な
り
、
一
定
の
評

価
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
興
行
収
入
や
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン

で
好
成
績
を
収
め
た
事
実
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
暁
の
脱
走
』
は
、
そ
の
終
り
方
が
原
作
と
大
き
く
違
う
。「
春



「
春
婦
伝
」
を
原
作
と
し
た
映
画
の
変
遷

一
〇
三

婦
伝
」
で
は
次
の
よ
う
に
し
て
三
上
と
春
美
が
自
死
の
途
を
選
ぶ
。

　

あ
た
し
も
死
ぬ
つ
、
―
―
そ
れ
を
声
に
だ
し
て
い
ふ
余
裕
さ
へ
な
い
、

―
―
眼
で
そ
う
叫
ん
だ
。
彼
女
は
し
つ
か
り
と
男
の
肩
を
つ
か
ん
だ
。
手

榴
弾
は
音
を
た
て
て
、
男
の
胸
の
上
で
け
む
り
を
ふ
い
て
ゐ
る
。

　

彼
女
は
男
の
瞳
に
、
は
げ
し
い
苦
痛
と
、
恐
怖
と
、
そ
れ
と
ま
つ
た
く

反
対
の
歓
喜
の
光
が
、
か
つ
と
か
が
や
く
の
を
見
た
。
服
従
し
、
服
従
し
、

服
従
し
て
き
た
者
が
、
肉
体
と
生
命
を
賭
け
て
、
最
後
に
示
す
圧
迫
者
へ

の
不
信
だ
つ
た
。
そ
の
二
、
三
秒
の
あ
ひ
だ
が
、
な
ん
と
な
が
く
感
じ
た

て
た
こ
と
だ
ら
う
。
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
生
涯
の
な
か
で
、
こ
ん
な
に
充

実
し
た
時
間
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
男
の
瞳
を
み
つ
め
て
、
彼

女
は
恍
惚
境
の
な
か
に
じ
つ
と
ひ
た
つ
て
ゐ
た
。

　

轟
然
と
手
榴
弾
は
は
じ
け
散
り
、
二
人
の
心
臓
は
裂
け
飛
ん
で
、
そ
の

身
体
は
お
互
ひ
の
鮮
血
に
染
ま
つ
て
、
あ
か
る
い
熱
し
た
石
畳
の
上
に
倒

れ
た
。
こ
ろ
が
り
出
た
瓜
を
追
う
て
、
紅
い
血
が
し
づ
か
に
、
石
畳
の
あ

ひ
だ
を
縫
う
て
流
れ
て
い
つ
た
。（
単
行
本
版
「
春
婦
伝
」）

　

そ
の
後
、
軍
紀
引
き
締
め
の
た
め
戦
陣
訓
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
週
番
士
官
が

三
上
へ
の
批
判
を
口
に
す
る
。
副
官
は
大
隊
長
に
三
上
の
偽
造
さ
れ
た
死
亡
報

告
書
を
届
け
る
が
、
彼
の
関
心
を
か
う
こ
と
な
く
機
械
的
に
処
理
さ
れ
る
。

　

一
方
、『
暁
の
脱
走
』
で
は
、
同
じ
く
員
数
外
の
手
榴
弾
を
春
美
が
持
っ
て

く
る
の
だ
が
、
不
発
に
終
わ
る
。「
死
ん
だ
つ
も
り
で
三
上
の
命
、
あ
た
し
に

お
く
れ
！
」
と
言
う
春
美
の
説
得
に
応
じ
、
三
上
は
「
脱
走
」
す
る
決
意
を
す

る
。
小
田
軍
曹
の
は
か
ら
い
も
あ
り
、
試
み
が
成
功
し
た
か
に
思
え
た
が
、
春

美
と
の
関
係
に
嫉
妬
し
た
副
官
の
執
拗
な
銃
撃
に
あ
い
、
二
人
と
も
命
を
落
と

す
。「
脱
走
」
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
シ
ナ
リ
オ
に
は
最
期
に
春
美
は
三
上
と

手
を
取
り
、
妻
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
あ
る
が
、
映
画
で
は
二
人
の
手
は
絡
ま

る
こ
と
は
な
か
っ
た（
（2
（

。

　
『
暁
の
脱
走
』
は
モ
ノ
ク
ロ
映
画
で
あ
る
。
原
作
の
最
後
に
繰
り
返
さ
れ
る

「
紅
い
血
」、「
紅
い
、
ど
こ
ま
で
も
紅
い
花
」
と
い
う
色
彩
は
表
現
し
え
な
い
。

だ
が
、
映
画
で
は
荒
野
に
倒
れ
る
二
人
の
姿
を
、
そ
の
最
期
を
劇
的
に
と
ら
え

る
こ
と
に
は
成
功
し
て
い
る
。

　

原
作
は
、「
銃
火
の
な
か
に
生
き
、
そ
の
青
春
と
肉
体
を
亡
ぼ
し
去
つ
た
娘

子
軍
」
や
「
下
級
兵
士
」
の
顕
彰
を
意
図
し
て
い
た
が
、
映
画
は
献
辞
に
も
あ

る
よ
う
に
「
侵
略
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
大
陸
の
野
戦
に
斃
れ
た
幾
多
の
同
胞
の

霊
」
の
鎮
魂
を
意
図
し
た
。
本
論
で
指
摘
し
え
た
問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、

『
暁
の
脱
走
』
は
、
戦
争
の
抱
え
る
非
人
間
性
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
あ
っ

た
。

４　

映
画
『
春
婦
伝
』
の
示
す
も
の

　
『
春
婦
伝
』（
日
活
、
一
九
六
五
年
二
月
公
開
）
は
鈴
木
清
順
監
督
作
品
で
あ

る
。
田
村
泰
次
郎
の
作
品
で
言
え
ば
、
一
九
六
四
年
に
『
肉
体
の
門
』
を
映
画

化
し
て
い
る
（
こ
れ
も
「
リ
メ
イ
ク
」（
一
九
四
八
年
、
マ
キ
ノ
正
博
に
よ
り
、

轟
夕
起
子
主
演
で
作
ら
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
清
順
作
品
以
後
、
西
村

昭
五
郎
（
七
七
年
）、
五
社
英
雄
（
八
八
年
）
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
て
い
る
）。



一
〇
四

本
作
品
の
公
開
当
時
の
プ
レ
ス
資
料（
（2
（

に
は
、「「
肉
体
の
門
」
で
、
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
話
題
を
ま
い
た
野
川
由
美
子
が
、
ま
た
ま
た
原
作
・
田
村
泰
次
郎
、
監

督
・
鈴
木
清
順
の
ト
リ
オ
で
、
女
の
愛
と
執
念
に
と
り
く
む
今
次
大
戦
末
期
、

戦
乱
の
中
国
大
陸
を
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
る
問
題
の
異
色
大
ロ
マ
ン
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
春
婦
伝
』
に
は
、
否
定
的
な
同
時
代
評
も
多
い
。
飯
田
心
美

は
「
だ
か
ら
中
心
は
軍
隊
の
性
格
と
い
う
も
の
を
明
示
す
る
こ
と
お
よ
び
主
人

公
た
ち
の
む
す
び
つ
き
の
経
過
を
辿
っ
て
彼
等
の
心
理
的
動
き
の
必
然
性
を
つ

か
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
春
婦
伝
」
で
は
そ
の
要
点
を
押
す
こ
と
よ

り
も
不
必
要
な
傍
系
の
方
が
つ
よ
く
出
さ
れ
て
い
る（
（2
（

」
と
評
し
、
佐
野
美
津
男

は
「
…
…
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
作
品
を
失
敗
作
だ
と
断
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
は
、
女
主
人
公
の
国
籍
を
朝
鮮
か
ら
日
本
に
す
り
か
え
た
と
い
う
一

点
に
集
約
さ
れ
る
。
映
画
「
春
婦
伝
」
は
そ
の
必
然
性
を
喪
失
し
て
し
ま
っ

た
（
（2
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
軍
隊
」
と
「
慰
安
婦
」
を
描
く
と
い
う
意
味
で
は
、

『
春
婦
伝
』
に
は
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
監
督
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
本
作

品
は
原
作
に
忠
実
で
あ
る（
（2
（

。
物
語
の
進
行
は
、
基
本
的
に
原
作
と
近
く
、『
暁

の
脱
走
』
と
の
差
異
と
し
て
、
春
美
と
三
上
は
、
手
榴
弾
に
よ
り
爆
死
す
る
結

末
に
な
っ
て
い
る
。『
春
婦
伝
』
を
、
戦
争
を
題
材
と
し
た
、
谷
口
の
よ
う
な

意
図
を
持
っ
た
映
画
と
期
待
す
る
と
き
、
飯
田
や
佐
野
の
指
摘
す
る
よ
う
な
点

は
不
満
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

原
作
「
春
婦
伝
」
と
比
し
て
み
る
と
、
春
美
と
成
田
中
尉
が
最
初
に
言
葉
を

投
げ
つ
け
あ
う
場
面
で
は
、「
ピ
イ
」
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
、
ま
た
「
天

皇
陛
下
」
と
「
将
校
」
を
同
位
に
み
て
、
将
校
＝
天
皇
へ
の
批
判
と
い
う
枠
組

み
を
作
り
、
そ
れ
を
「
貴
様
ら
の
よ
う
な
汚
れ
た
や
つ
が
陛
下
の
名
前
を
口
に

し
て
い
い
の
か
」
と
い
う
言
葉
と
暴
力
で
圧
倒
す
る
副
官
の
描
写
は
、
共
通
し

て
い
る
。
だ
が
、
映
画
『
暁
の
脱
走
』
で
は
そ
の
場
面
（
シ
ナ
リ
オ
に
は
あ
る

が
）
は
、
台
詞
が
原
作
と
は
変
更
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
捕
虜
に
な
っ
た
三
上
の
扱
い
に
関
し
て
も
、
原
作
の
よ
う
に
、
部
隊
の

体
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

現
地
部
隊
は
て
き
と
い
う
ふ
観
念
を
極
端
に
厳
格
に
と
り
あ
つ
か
は
ね
ば
、

軍
規
が
保
て
な
い
の
で
あ
る
。

　

殊
に
、
三
上
が
年
次
の
ひ
く
い
下
級
兵
士
と
し
て
、
女
の
関
係
が
あ
つ

た
こ
と
が
大
隊
長
の
心
証
を
害
し
て
ゐ
る
と
い
は
れ
た
。（
単
行
本
「
春

婦
伝
」）

　
『
暁
の
脱
走
』
に
つ
い
て
、
上
野
が
批
判
し
た
よ
う
な
「
個
人
と
し
て
の
悪

人
」
と
し
て
副
官
に
焦
点
が
当
た
る
よ
う
な
作
品
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
軍
隊
と
い
う
機
構
が
免
罪
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
春
婦
伝
』
で

は
、
い
つ
も
デ
ィ
ド
ロ
の
『
哲
学
断
想
』
を
読
ん
で
い
る
宇
野
一
等
兵
を
配
置

す
る
こ
と
で
（
彼
は
、
脱
走
し
八
路
軍
へ
の
亡
命
を
成
功
し
た
）、
不
自
由
で

抑
圧
的
、
暴
力
的
な
「
軍
隊
」
か
ら
脱
す
る
可
能
性
と
し
て
の
回
路
を
示
し
て

い
る
。
春
美
と
三
上
は
捕
虜
に
な
っ
た
と
き
宇
野
一
等
兵
に
邂
逅
す
る
。
だ
が
、

三
上
は
そ
の
回
路
を
選
ば
ず
、「
軍
隊
」
に
同
一
性
を
見
い
だ
す
し
か
な
か
っ

た
。

　

飯
田
哲
夫
は
「
全
裸
の
春
美
が
外
へ
飛
び
出
し
た
時
、
キ
ャ
メ
ラ
・
ア
イ
に



「
春
婦
伝
」
を
原
作
と
し
た
映
画
の
変
遷

一
〇
五

強
烈
に
さ
し
こ
む
光
線
が
、
画
面
を
一
瞬
真
白
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
鈴
木
清

順
の
美
学
は
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
信
ず
る
三
上
の
精
神
と
、
肉
体
の
思
想

に
生
き
る
日
本
人
娼
婦
春
美
を
交
錯
さ
せ
て
、
戦
争
体
験
の
中
の
二
人
の
死
の

意
味
を
問
お
う
と
し
て
い
る（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

三
上
の
死
の
選
択
に
、
春
美
は
従
う
こ
と
に
な
る
。
彼
の
信
望
す
る
し
か
な

か
っ
た
「
軍
隊
」
の
論
理
か
ら
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
原
作
に

準
じ
て
い
る
。「
将
校
」
＝
「
天
皇
」
の
枠
組
み
を
作
り
、
そ
の
権
力
／
暴
力

が
春
美
の
肉
体
を
拘
束
し
、
ま
た
三
上
を
軍
隊
が
曲
解
し
死
に
追
い
や
る
。
監

督
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、
天
皇
の
責
任
と
い
う
主
題
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が

で
き
る（
（2
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
作
家
の
意
図
し
た
こ
と
と
作
品
と
が
純
然
に
機
能
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
鈴
木
清
順
の
「
美
学
」
と
い
う
も
の
が
確
立
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
映

画
の
中
に
そ
の
痕
跡
を
発
見
す
る
運
動
が
働
く（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、『
春
婦
伝
』
を

反
戦
や
慰
安
婦
と
い
う
主
題
の
表
象
性
に
だ
け
還
元
す
る
こ
と
は
困
難
に
あ
る
。

　

春
美
を
演
じ
る
野
川
由
美
子
は
、
清
順
映
画
の
常
連
的
存
在
だ
が
、
彼
女
の

身
体
は
、
映
画
の
中
で
さ
ら
け
出
さ
れ
、
見
ら
れ
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
慰

安
婦
と
い
う
隠
密
な
存
在
の
役
で
あ
り
な
が
ら
、
野
川
＝
春
美
は
「
見
る
」
行

為
の
対
象
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
山
口
淑
子
／
李
香
蘭
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
彼

女
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
慰
問
団
歌
手
と
い
う
、
声
を
発
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
野
川
＝
春
美
は
視
覚
的
な
対
象
で
あ
る
。
冒
頭
、

タ
イ
ト
ル
と
横
に
野
川
＝
春
美
が
現
れ
る
。
彼
女
は
荒
野
を
、
風
に
吹
か
れ
和

装
の
足
元
を
捲
く
ら
れ
な
が
ら
、
歩
く
。
そ
し
て
、
彼
女
が
天
津
の
娼
婦
で
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
（
す
で
に
天
津
で
娼
婦
だ
っ
た
の
だ
）。
彼
女
が
体
現

す
る
の
は
、
受
動
的
役
割
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
見
ら
れ
る
」、「
買
わ
れ
る
」
と

い
う
行
為
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
通
し
て
、
提
示
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
ロ
ー
ラ
・
マ
ル
ヴ
ィ
は
「
決
定
的
要
因
を
も
つ
男
性
の
視
線
は
そ

の
幻
想
を
女
性
の
姿
に
投
影
す
る
が
、
う
ま
く
で
き
た
も
の
で
女
性
の
姿
は
そ

の
視
線
に
見
合
う
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
伝
統
的
に
顕
示
的
な
役
割
を
も

つ
女
性
は
見
ら
れ
る
と
同
時
に
呈
示
さ
れ
る（
（3
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
受
動
態
と

し
て
の
女
性
と
い
う
表
象
に
注
目
で
き
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
成
田
副
官
の
よ
う

に
金
銭
を
媒
介
と
せ
ず
に
、
春
美
に
踏
み
込
む
人
間
が
い
る
。
そ
の
行
為
が
軍

隊
組
織
の
機
構
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
以
上
、
彼
は
春
美
の
糾
弾
す
る
よ

う
な
「
天
皇
」
＝
「
将
校
」
の
構
図
に
と
ど
ま
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
野
川
＝
春
美
は
、
映
画
の
中
で
観
客
の
視
覚
／
欲
望
に
コ
ー
ド
化
さ
れ
る（
（3
（

。

『
暁
の
脱
走
』
と
の
差
異
は
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
「
日
本
人
娼
婦
」
と

し
て
の
表
象
は
原
作
と
も
違
う
の
だ
が
、
鈴
木
清
順
が
そ
の
〈
美
学
〉
を
も
っ

て
映
し
出
し
た
『
春
婦
伝
』
の
春
美
は
、「
見
る
」
主
体
と
し
て
の
男
性
（
登

場
人
物
＝
観
客
）
の
共
犯
関
係
を
作
り
出
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
争
と
い
う
背
景
、
慰
安
婦
と
い
う
表
象
を
借
り
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

作
品
を
、
原
作
、『
暁
の
脱
走
』
と
比
べ
た
と
き
、
こ
の
「
見
る
」
行
為
と
、

そ
し
て
「
見
ら
れ
る
」
身
体
と
し
て
の
野
川
＝
春
美
の
存
在
が
意
味
を
持
つ
こ

と
に
気
付
く
だ
ろ
う（
（3
（

。



一
〇
六

５　

結
び
に
か
え
て

　

例
え
ば
、
松
本
鶴
雄
は
「
も
つ
と
も
「
春
婦
伝
」
の
ほ
う
は
の
ち
に
「
暁
の

脱
走
」
と
い
う
映
画
に
な
つ
て
、
戦
場
で
の
娼
婦
と
一
兵
士
の
純
愛
、
心
中
と

い
う
筋
だ
け
が
注
目
さ
れ
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
側
面
が
強
調
さ
れ
た
が
、

し
か
し
作
者
は
こ
の
作
品
で
戦
争
の
犠
牲
に
な
つ
て
虫
け
ら
の
よ
う
に
死
ん
で

い
く
底
辺
の
人
々
を
共
感
を
こ
め
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
」（「
田
村
泰
次
郎

「
春
婦
伝
」」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
三
年
八
月
号
））
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
の
評
価
は
や
や
性
急
す
ぎ
る
。
泰
次
郎
の
原
作
が
、
そ
の
点
を
主

眼
と
し
な
が
ら
、
問
題
を
含
ん
で
い
た
点
は
指
摘
し
た
が
、『
暁
の
脱
走
』
も

「
メ
ロ
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
」
な
だ
け
で
は
な
く
、
女
優
の
身
体
が
抱
え
込
ん
だ
二

重
性
、
連
続
性
が
問
題
と
な
っ
た
し
、
脚
本
の
改
稿
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。

映
画
の
台
詞
の
中
で
は
、「
ピ
イ
」
と
い
う
慰
安
婦
の
痕
跡
は
消
え
、「
春
婦
」

を
冠
し
た
タ
イ
ト
ル
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。
原
作
に
は
な
い
、「
脱
走
」
と
そ

の
失
敗
と
い
う
結
末
は
、
検
閲
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
清
順
の
『
春
婦
伝
』
は
、『
暁
の
脱
走
』
を
継
承
す
る
か
た
ち

で
の
映
画
化
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
原
作
同
様
に
「
ピ
イ
」、「
天
皇
陛

下
」
と
い
う
台
詞
が
交
換
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
女
優
の
身
体
を
通
し
た
映

像
が
注
目
さ
れ
、
慰
安
婦
と
し
て
「
春
美
」
が
表
象
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
泰

次
郎
の
意
図
し
た
「
朝
鮮
娘
子
軍
」
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
な
く
、
日
本
人
慰
安

婦
と
し
て
、
春
美
は
描
か
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
映
画
史
を
俯
瞰
す
る
と
き
、
一
九
六
三
年
に
は
『
拝
啓

天
皇
陛
下
様
』（
野
村
芳
太
郎
監
督
）、
一
九
六
四
年
に
は
『
続
・
拝
啓
天
皇
陛

下
様
』（
野
村
芳
太
郎
監
督
）、
一
九
六
五
年
に
は
『
兵
隊
や
く
ざ
』（
増
村
保

造
監
督
／
有
馬
頼
義
原
作
）
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
目
、『
血
と
砂
』（
岡
本
喜
八
監

督
（
岡
本
は
『
暁
の
脱
走
』
の
助
監
督
で
も
あ
っ
た
））
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

視
点
か
ら
戦
争
を
と
ら
え
た
作
品
や
、『
太
平
洋
奇
跡
の
作
戦　

キ
ス
カ
』（
六

五
年
、
丸
山
誠
治
監
督
）
の
よ
う
な
鎮
魂
の
映
画
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
春

婦
伝
』
も
こ
の
よ
う
な
作
品
と
の
共
時
的
関
係
の
中
で
分
析
さ
れ
る
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、「
戦
争
」
に
対
す
る
多
様
な

語
り
口
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
功
罪
に
光
を
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

注

（
１
）	

平
野
共
余
子
、「『
暁
の
脱
走
』
の
場
合
」（『
天
皇
と
接
吻　

ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
日

本
映
画
検
閲
』
一
九
九
八
年
一
月
、
草
思
社
／
第
二
部
第
七
章
）
に
、
脚
本
改
稿
の
詳

細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）	

泰
次
郎
は
銀
座
出
版
社
版
の
「
序
」
に
お
い
て
、「
私
は
彼
女
た
ち
娘
子
軍
へ
の
泣

き
た
い
や
う
な
慕
情
と
、
日
本
の
女
た
ち
へ
の
復
讐
的
な
気
持
で
、
こ
れ
を
書
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
慰
安
婦
と
い
う
存
在
へ
の
心
的
接
近
が
こ
の
作
品
の
根
底
に
あ
る
こ

と
は
、
公
表
を
禁
止
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
収
録
の
『
日
本
小
説
』
掲
載
予
定
だ
っ
た

「
春
婦
伝
」、
冒
頭
の
献
辞
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
九
三
九
年
五
月
に
「
大

陸
開
拓
文
芸
懇
話
会
」
に
参
加
し
、
満
州
映
画
会
社
の
李
香
蘭
と
知
り
合
い
、
そ
の
年

の
十
一
月
に
は
自
ら
の
出
版
記
念
会
（『
大
学
』（
東
亜
書
房
）、『
少
女
』（
赤
塚
書

房
））
の
席
上
で
李
香
蘭
と
再
会
し
て
い
る
。「
春
婦
伝
」
は
李
香
蘭
を
イ
メ
ー
ジ
し
て



「
春
婦
伝
」
を
原
作
と
し
た
映
画
の
変
遷

一
〇
七

書
か
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
（『
田
村
泰
次
郎
選
集
第
５
巻
』（
二
〇
〇
五
年
四
月
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
所
収
の
「
解
説
」（
尾
西
康
充
）
参
考
）。
ま
た
山
口
淑
子
自
身

も
そ
の
点
を
語
っ
て
い
る
（
山
口
淑
子
・
藤
原
作
弥
『
李
香
蘭　

私
の
半
生
』（
新
潮

社
、
一
九
八
七
年
七
月
）。

（
３
）	

飯
田
心
美
「
日
本
映
画
批
評　

春
婦
伝
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
五
年
春
の
特
別

号
（
第
三
八
八
号
）

（
４
）	

鈴
木
清
順
述
、
磯
田
勉
・
轟
夕
起
夫
編
「
清
／
順
／
映
／
画
」（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二

〇
〇
六
年
十
一
月
）、『
春
婦
傳
』（
二
二
八
頁
）
を
参
考
。

（
５
）	

「
途
上
」
は
『
肉
体
の
文
学
』
所
収
、
巻
頭
の
序
文
に
代
え
る
詩
で
あ
る
。「（
前
略
）

―
―
あ
あ
、
わ
れ
ら
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
戦
ひ
に
疲
れ
た
肉
体
の
み
。
／
（
中
略
）

わ
れ
ら
は
、
お
の
れ
の
肉
体
の
意
志
す
る
も
の
た
だ
一
つ
を
信
じ
、
／
生
き
ぬ
か
ん
と

す
る
な
り
。」

（
６
）	

正
宗
白
鳥
「
田
村
泰
次
郎
論
」（『
中
央
公
論
』
一
九
四
八
年
二
月
号
）

（
７
）	

『
日
本
小
説
』
の
創
刊
号
に
は
、
鈴
木
信
太
郎
解
説
「
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ

ラ
ッ
ク
」、
高
見
順
「
深
淵
」、
丹
羽
文
雄
「
人
間
模
様
」、
林
房
雄
「
母
の
肖
像
画
」、

太
宰
治
「
女
神
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
８
）	

一
九
四
七
年
五
月
二
五
日
発
行
。「
春
婦
伝
」
の
他
に
、「
崩
れ
た
街
に
て
」、「
女
王

誕
生
」、「
群
盗
哄
笑
」、「
友
情
」、「
太
宗
寺
横
丁
」、「
い
き
も
の
」、「
女
盗
記
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
序
」
が
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
。「「
春
婦
伝
」
は
原
稿
用

紙
百
枚
の
書
下
ろ
し
作
品
で
あ
る
。
戦
争
の
間
、
大
陸
奥
地
に
配
置
さ
れ
た
私
た
ち
下

級
兵
士
た
ち
と
一
緒
に
、
日
本
軍
の
将
校
や
そ
の
情
婦
た
ち
で
あ
る
後
方
の
日
本
の
娼

婦
た
ち
か
ら
軽
蔑
さ
れ
な
が
ら
、
銃
火
の
な
か
に
生
き
、
そ
の
青
春
と
肉
体
を
亡
ぼ
し

去
つ
た
娘
子
軍
は
ど
れ
たマ

けマ

多
数
に
の
ぼ
る
だ
ら
う
。
日
本
の
女
た
ち
は
前
線
に
も
出

て
来
ら
れ
な
い
く
せ
に
、
将
校
と
ぐ、

る、

に
な
つ
て
、
私
た
ち
下
級
兵
士
を
軽
蔑
し
た
。

私
は
彼
女
た
ち
娘
子
軍
へ
の
泣
き
た
い
や
う
な
慕
情
と
、
日
本
の
女
た
ち
へ
の
復
讐
的

な
気
持
で
、
こ
れ
を
書
い
た
。「
肉
体
の
悪
魔
」「
肉
体
の
門
」
と
同
じ
く
、
長
い
戦
場

生
活
の
あ
ひ
だ
に
、
自
分
の
胸
の
な
か
に
鬱
積
し
た
も
の
を
ぶ
ち
ま
け
た
の
も
の
だ
。

こ
の
作
品
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
ま
だ
私
自
身
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
私
は
、
自
分
の
肉
体
の
な
か
に
、
血
と
硝
煙
の
匂
ひ
で
燻
し
か
た
め
ら
れ
た
、
理

屈
を
超
え
た
悲
痛
の
か
た
ま
り
の
や
う
な
も
の
が
あ
る
の
を
、
は
つ
き
り
と
感
じ
て
ゐ

る
。
私
は
夢
中
で
、
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
に
す
ぎ
な
い
（
後
略
）」。

（
９
）	

川
崎
賢
子
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
の
出
版
と
文
学
―
―
田
村
泰
次
郎
「
春
婦
伝
」
の
周

辺
―
―
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
52
集
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
10
）	

山
本
武
利
「
検
閲
と
メ
デ
ィ
ア
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
」（『
占
領
期
雑
誌
資
料
体
系　

文
学

編
Ⅱ
第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）、
山
本
武
利
『
占
領
期
メ
デ
ィ
ア
分

析
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
三
月
）、
注
（
５
）、
川
崎
論
文
を
参
考
に
し

た
。

（
11
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
12
）	

『
日
本
小
説
』
創
刊
号
に
つ
い
て
は
、「
占
領
期
新
聞
・
雑
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、

『
占
領
期
雑
誌
資
料
体
系　

文
学
編
Ⅱ
第
二
巻
』（
六
二
、
六
三
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

（
13
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
14
）	

天
野
知
幸
「
戦
場
の
性
と
記
憶
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
―
田
村
泰
次
郎
「
春
婦

伝
」
が
つ
た
え
る
も
の
―
―
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
55
集
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）

（
15
）	

平
野
共
余
子
「『
暁
の
脱
走
』
の
場
合
」（『
天
皇
と
接
吻　

ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
日

本
映
画
検
閲
』
一
九
九
八
年
一
月
、
草
思
社
）

（
16
）	

注
（
15
）
に
同
じ
。

（
17
）	

「
暁
の
脱
走
」
台
本
（
新
東
宝
配
給
株
式
会
社
、
全
十
三
巻
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
所
蔵
、
請
求
番
号
ヨ
５　

６
０
３
２
）。

（
18
）	

「
戦
後
十
年
傑
作
シ
ナ
リ
オ
集
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
六
年
十
二
月
、
第
一
六

三
号
）
に
は
脚
本
の
書
き
換
え
を
発
見
で
き
る
。

（
19
）	

副
官　
「
馬
鹿
野
郎
！　

ピ
イ
の
分
際
で
何
を
い
う
か
」

（
20
）	　

春
美
、
蒼
筋
出
し
て
、

（
21
）	　
「
ピ
イ
ピ
イ
っ
て
馬
鹿
に
す
る
な
ッ
！　

あ
た
し
達
だ
っ
て
兵
隊
と
同
じ
な
ん

だ
！　

お
国
の
た
め
に
働
い
て
る
ん
だ
！
」

（
22
）	

（
中
略
）

（
23
）	

副
官　
「
ふ
ん
！　

お
国
た
め
に
ピ
イ
を
や
っ
と
る
と
い
う
の
か
？
」



一
〇
八

（
24
）	

春
美　
「
ピ
イ
、
ピ
イ
っ
て
、
天
皇
陛
下
が
そ
ん
な
こ
と
を
云
う
か
ッ
！
」

（
25
）	

副
官　
「
馬
鹿
ッ
！　

天
皇
陛
下
が
お
前
た
ち
み
た
い
な
も
の
を
知
っ
と
ら
れ
る

か
ッ
！　

お
前
ら
の
様
な
汚
れ
た
奴
ら
が
陛
下
の
事
を
口
に
し
て
い
い
と
思
ッ
と
る
の

か
！
」

（
26
）	

春
美　
「
そ
ん
な
ら
お
前
は
何
だ
い
！　

天
皇
陛
下
の
名
前
を
カ
サ
に
着
て
威
張
る

だ
け
じ
ゃ
な
い
か
ッ
」

（
27
）	

副
官　
「
カ
サ
に
着
る
と
は
何
か
ッ
！　

貴
様
は
帝
国
軍
人
を
侮
辱
す
る
の
か
ッ
！
」

（
28
）	

こ
の
場
面
は
原
作
に
近
い
。
春
美
は
、
慰
問
団
歌
手
を
務
め
て
い
る
の
だ
が
、「
ピ

イ
」
と
い
う
言
葉
を
介
し
て
、
副
官
と
の
間
に
憎
悪
を
ぶ
つ
け
あ
う
。「
天
皇
陛
下
」

を
口
に
す
る
春
美
に
、
副
官
が
「
お
前
ら
の
様
な
汚
れ
た
奴
ら
」
と
叫
ぶ
と
き
、
そ
れ

は
原
作
が
内
在
し
て
い
た
「
娘
子
軍
」、
つ
ま
り
慰
安
婦
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
映
画
に
は
登
場
し
な
い
台
詞
で
あ
る
。
こ
の
書
き
換
え
に
関
し
て
『
キ
ネ
マ
旬

報
』
で
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
29
）	

例
え
ば
、
四
方
田
犬
彦
は
春
美
の
人
物
造
形
に
李
香
蘭
か
ら
の
印
象
が
あ
っ
た
と
指

摘
す
る
（
四
方
田
犬
彦
「
李
香
蘭
と
鮮
人
慰
安
婦
」（
四
方
田
犬
彦
編
『
李
香
蘭
と
東

ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

（
30
）	

「
山
口
淑
子
（
李
香
蘭
）
の
再
出
発
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
四
八
年
三
月
）

（
31
）	

上
野
一
郎
「
日
本
映
画
批
評　

暁
の
脱
走
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
五
〇
年
二
月
）

（
32
）	

清
水
晶
「
作
品
批
評　

暁
の
脱
走
」（『
映
画
評
論
』
一
九
五
〇
年
四
月
）

（
33
）	

二
人
が
倒
れ
た
後
も
銃
声
は
続
く
。
副
官
以
外
の
兵
隊
は
、
三
上
た
ち
に
同
情
的
で

あ
る
。
散
発
的
に
撃
つ
だ
け
だ
が
、
業
を
煮
や
し
た
副
官
は
機
銃
弾
を
撃
ち
ま
く
る
の

だ
っ
た
。
倒
れ
た
二
人
の
手
が
届
き
そ
う
で
届
か
ず
息
絶
え
る
場
面
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
あ
る
が
、
そ
の
点
も
「
反
戦
メ
ロ
ド
ラ
マ
」（『
映
画
年
鑑
１
９
５
１
年
版
』）
と

指
摘
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
34
）	

「
鈴
木
清
順
監
督
自
選
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︲
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」（
弐
）、『
春
婦
伝
』
の
特
典
映
像
。

（
35
）	

「
日
本
映
画
批
評　

春
婦
伝
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
一
九
六
五
年
春
の
特
別
号
（
第
三

八
八
号
）

（
36
）	

「
殺
し
屋
と
春
婦
の
あ
い
だ
の
虚
構
性
」（『
映
画
芸
術
』
一
九
六
五
年
五
月
号
）

（
37
）	

『
春
婦
伝
』
の
脚
本
は
、
高
岩
肇
が
担
当
し
て
い
る
。
慶
応
大
学
在
学
中
か
ら
、『
素

質
』、『
新
三
田
派
』
に
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。

（
38
）	

「
予
想
し
得
ぬ
新
世
界
へ
の
不
思
議
な
再
生
―
―
鈴
木
清
順
の
美
学
―
―
」（『
映
画

に
よ
る
も
う
一
つ
の
戦
後
論
』（
那
須
書
店
、
一
九
六
六
年
十
二
月
）

（
39
）	

注
（
４
）、「
清
／
順
／
映
／
画
」（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）、
二
三
三

頁
参
照
。

（
40
）	

マ
ッ
ク
ス
・
テ
シ
エ
は
「
あ
く
ま
で
〈
映
像
の
人
〉
で
あ
る
鈴
木
は
、
そ
う
し
た
性

的
描
写
を
一
連
の
素
晴
ら
し
い
夢
幻
的
シ
ー
ン
の
中
に
表
現
し
、
そ
こ
で
は
驚
く
べ
き

カ
メ
ラ
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
絶
え
ず
演
出
の
演
劇
化
が
図
ら
れ
、
白
黒
の
シ
ネ
ス

コ
画
面
に
展
開
す
る
そ
れ
ら
の
シ
ー
ン
で
の
露
出
過
度
の
映
像
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
官

能
性
を
帯
び
、
他
の
部
分
の
生
々
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
、
満
州
に
お
け
る
軍
隊
生
活
の
仮

借
な
い
描
写
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
」（「
鈴
木
清
順
あ
る
い
は
〝
日
活
流
れ

者
〟」（
武
田
潔
訳
）（『
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
九
八
〇
年
十
一
月
創
刊
号
）
と
指

摘
し
、
清
順
美
学
の
一
端
に
触
れ
て
い
る
。

（
41
）	

ロ
ー
ラ
・
マ
ル
ヴ
ィ
「
視
覚
的
快
楽
と
物
語
映
画
」（
斉
藤
綾
子
訳
）（
初
出
・
一
九

七
五
年
／
『「
新
」
映
画
理
論
集
成
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
九
八
年
二
月
）

（
42
）	

野
川
＝
春
美
の
身
体
の
露
出
度
は
、『
暁
の
脱
走
』
と
比
較
す
る
と
（
時
代
的
制
約

は
あ
る
が
）、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
裸
で
走
る
姿
、
背
中
や
足
も
露
出
す
る
。

（
43
）	

鈴
木
清
順
は
「「
春
婦
伝
」
雑
」
に
お
い
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
意
識
し
な
が
ら

か
、「「
春
婦
伝
」
は
何
も
申
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
支
那
の
（
勿
論
日
本
の
ロ
ケ
）
風

土
が
あ
り
、
イ
ン
バ
イ
と
呼
ば
れ
る
女
た
ち
が
い
、
兵
隊
が
い
る
だ
け
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
め
い
め
い
勝
手
に
う
ご
き
ま
わ
る
わ
け
で
す
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』

一
九
六
五
年
二
月
下
旬
号
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、「
３
」
で
引
用
し
た
、

検
閲
官
ス
ロ
ッ
ト
の
述
べ
た
映
画
論
へ
の
、「
肯
定
的
」
解
答
に
も
聞
こ
え
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
谷
口
が
苦
心
し
た
「
戦
争
批
判
」
と
い
う
主
題
化
と
は
違
う
ベ
ク
ト
ル
へ
、

『
春
婦
伝
』
は
向
い
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。




